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 視覚障害はうつ病や精神的苦悩、自尊感情の低下や自殺念慮など、視覚障害者の精神
状態を悪化させると報告されているが、眼科医療では治療することができない患者の生
活の質（クオリティーオブライフ）や幸福感をどのように向上させるかということも重
要な課題のひとつとなってきている。しかしながら、既報では幸福感やポジティブ感
情、及び強み等、視覚障害者のポジティブな側面に関しての研究はほとんど行われてい
ない。そこで本研究では、視覚障害者の主観的幸福感、ポジティブ感情、強み活用感
（日常生活で自身の「強み」を活かしているという主観的感覚）というポジティブな側
面を探求的に研究することを目的とし、研究デザインを横断研究とした。研究対象者は
視覚障害の認定を受けた日本盲人職能開発センター（東京都新宿区）に所属する44名の
視覚障害者（平均年齢：44.14 ± 12.80 歳）であり、選択基準として20歳未満の研究対象
者は除外した。主要評価指標は主観的幸福感をSubjective Happiness Scale（SHS）の平均
値、ポジティブな感情をScale of Positive and Negative Experience-Balance（SPANE-B）
の合計値、強み活用感をStrengths Use Scale（SUS）の合計値とし、2016年6月から9月に
質問票を用いて、研究対象者の視力情報（矯正視力、視覚障害等級、視覚障害歴、先天
性／後天性）と個人情報（性別、年齢、年収、雇用状況、学歴、慢性疾患の有無、一人
暮らし、日常生活のサポートの有無）と共に収集した。また解析方法として単回帰分
析、重回帰分析を採用した。その結果、視覚障害者の主要評価項目は SHS：4.54±1.18、
SPANE-B：2.98±9.51, SUS：48.57±10.53であった。次に視覚障害者のSHSとSPANE-Bに
最も相関が強い因子を特定するために単回帰分析、重回帰分析をそれぞれ実施したとこ
ろ、従属変数のSHSの平均値に対して独立因子SUSが最も相関が強く（ = .07, P 
< .001）、SPANE-Bも同様にSUSが最も高い相関を示した（ = .49, P < .001）。一方、
視覚障害関連（視覚障害歴、視力情報、障害者等級、先天性／後天性）の因子は従属変
数SHS、SPANE-Bともに相関が確認されなかった。さらに重回帰分析を実施した結果、
SUSが視覚障害関連の因子よりもSHS（ = .07, P < .001）、SPANE-B（ = .46, P 
< .001）に最も相関がある重要な因子であることが確認された。今回の研究により、視覚
障害者の強み活用感が主観的幸福感やポジティブ感情に最も強い相関があることが確認
され、強みを活かすことが視覚障害者の生活の質を向上させる可能性が示唆された。 
 本研究は、横断研究であるため、介入研究など、今後さらなる検討を要するが、強み
活用は視覚障害がもたらすネガティブな影響を予防する可能性がある。  
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